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伊予市役所　　　 ☎９８２－１１１１（代表）
〒７９９－３１９３ 伊予市米湊８２０番地
ファクス　 　　 ９８３－３６８１（代表）
ホームページ 　 https://www.city.iyo.lg.jp  　                      
中山地域事務所 　☎９６７－１１１１（代表）
〒７９１－３２９２ 伊予市中山町出渕２番耕地１３８番地１
双海地域事務所 　☎９８６－１１１１（代表）
〒７９９－３２９２ 伊予市双海町上灘甲５８２１番地６

問い合わせ

２　 すくすくいよっ子
３　 第５回伊予市民ミュージカル
　 ＣＡＦＥＩＹＯ夢みらい館
６　 市民満足度調査を行いました
１０ 公共交通の運用を変更します ほか
１２ しせいニュース
１６ 健康ガイド
１７ ほっとアングル
２２ まなびランド
２４ くらしの情報
２６ きらり人
２７ イベント情報、カレンダー
２８ 思いをカタル

目 次

仁一朗はママとパパの宝物。

すくすくいよっ子大募集！
　掲載希望の人は、子どもの名前、生年
月日、住所、連絡先、メッセージ（１５～２５
字程度）を書いて写真を添え、メールでお
申し込みください。
■対象　小学校入学前の子ども
■提出先　総務課（Ｅメール soumu@
city.iyo.lg.jp）

立野 仁
じんいちろう
一朗 くん（大平）

令和５年３月３１日生まれ（１歳）

表紙の紹介

(2)２０２５．３ 広報いよし

　２月２日、しおさい公園周辺で『第１７回伊予市駅伝
大会』が行われました。選手は多くの声援を受けなが
ら、一本のタスキをつなぎました。（詳細は１９ページ）
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第５回伊予市民ミュージカル

ＣＡＦＥ ＩＹＯ夢みらい館
　心温まる群像劇を、美しい合唱とのコラボレーションでお届け。１月
１９日、それぞれの思いを胸に、力を合わせてつくり上げた夢の舞台の
幕が上がりました。

(3) 広報いよし ２０２５．３
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ＣＡＦＥ ＩＹＯ夢みらい館



　今回の調査結果を各種施策に反映させる
とともに、サービスの達成度を測り、業務の
改善や改革に生かします。
　調査へのご協力、貴重なご意見をありが
とうございました。

【調査期間】　令和６年８月１５日～９月１３日
【送付者数】　１８歳以上の市民１，５００人（無作為抽出）
【回答者数】　５２７人　※令和４年度の回答数 ５２７人
【回答率】　３５．１％　※令和４年度の回答率 ３５．１％
【回答者の性別と年齢構成】
○性別…男性４２．９％、女性５６．０％、無回答１．１％
○年齢…２９歳以下５．３％、３０代７．０％、４０代１１．２％、５０
代１４．４％、６０代１９．９％、７０歳以上４１．８％、無回答０．４％

調査へのご協力
ありがとうございました

　皆さんの声を市政に反映させるため、市民満足度調査を行
いました。今月号では、結果の一部を公表します。詳しくは、
伊予市ホームページをご覧ください。
■問い合わせ　企画政策課（直通☎９０９－６３６４）

どう思っているの？

市民満足度調査を行いました

現在の満足度（全２７項目中、８項目を掲載）　
満足 やや満足 どちらともいえない やや不満 不満 無回答 ※グラフの単位：％

満足度が高かった項目（満足＋やや満足）

不満の声が多かった項目（不満＋やや不満）

施策の重要度（全２７項目中、４項目を掲載） 
重要 やや重要 あまり重要でない 重要でない 無回答 ※グラフの単位：％

施策に関する皆さんからのご意見（一部抜粋）

重要度が高かった項目（重要＋やや重要）

安らぎのある住環
境づくり

潤いのある水環境
づくり（水道）

住みやすい都市空
間づくり

潤いのある水環境
づくり（下水道）

人に優しい道路・
交通体系づくり

活力ある商業の振興

１６１１

３０
３４

潤いのある水環境
づくり（下水道）

１０ ８

４

２７

３１

２０

１０７

４

８

４６
２５

１２
１４

３３

１１ １９

３０ ３２

４４４

１６１１

２９
３６

４

潤いのある水環境
づくり（水道）

人に優しい道路・
交通体系づくり

にぎわいのある観
光の振興

６６
１４

５１

１７

活力ある工業の振興

３

７ ７ １２

５３

１８

安全・安心に暮らせる
災害に強いまちづくり

３３

職場や商業施設など、
居住者を増やす工夫が
必要。（２９歳以下男性）

子どもの遊ぶ場所が
偏っており、公園など
がほしい。（３０代女性）

公平に支援できる子
育て対策を考えてほ
しい。（４０代女性）

安心安全に暮らせるよう
災害への備えを充実して
ほしい。（６０代女性）

空き家や耕作放棄地が増
えており、活用方法はな
いか。（７０歳以上男性）

３ ５ ５ ４
８

３２ ５７

３
８

２４ ６５

３
８

３１ ５５

１５ ８

２２ ６７

３

(7) (6)広報いよし ２０２５．３ ２０２５．３ 広報いよし

６



広報いよしへのご意見あり
がとうございました。今回紹
介したご意見は一部抜粋した
ものですが、この他たくさん
のご意見をいただきました。
皆さんからの貴重な声として
一つ一つ受け止め、これまで
以上に市民の皆さんに親しま
れる広報紙づくりに取り組み
ます。
■問い合わせ　総務課広報広
聴担当（直通☎９０９－６３８１）

市民満足度調査結果

広報いよしについて

１位　自治会や団体などの地域
　　　づくり活動
２位　趣味サークル・ボランティ
　　　ア団体の紹介
３位　市役所の業務紹介
４位　小・中学校の活動

１位　特集記事
２位　くらしの情報
３位　しせいニュース
４位　イベント情報

よく読む記事は？

特集・連載で読みたい記事は？

読んでいる　　８３％
読んでいない　１４％
無回答　　　　 ３％

広報いよしを読んでいますか？

広報媒体の電子化

賛成
２５％

反対
６７％

無回答
８％

文字の大きさ

ちょうどよい
８６％

小さい
６％

無回答
８％

写真・イラスト

ちょうどよい
８２％

少ない
７％

多い
２％

無回答
９％

ページ数

ちょうどよい
８４％

多い
４％

少ない
２％

無回答
１０％

皆さんからのご意見

広報の電子化は見れな
い人もいるため、希望
者のみ紙媒体にしては
どうか。（５０代男性）

毎回読んでいます。伊
予市を知ることができ、
楽しく読ませてもらっ
ています。（６０代女性）

活動報告も楽しいが、
予告や募集など先に周
知できる情報があれば
良い。（７０歳以上女性）

老若男女さまざまな人が
掲載されていると見るの
も面白い。（４０代男性）

(9) (8)広報いよし ２０２５．３ ２０２５．３ 広報いよし

市民満足度調査結果

人口減少問題について 

人口減少についての考えは？ 
皆さんからのご意見（一部抜粋）
◯３万人の維持ではなく、人口増
加させる考えでなければ減少は止
まらない。（３０代男性）
◯一時的なものより長期的な目線
をもって良い町になってくれると
良い。（３０代女性）

人口減少が進んだ場合、影響が大きいと思われることは？

人口の増加を
目指すべき
人口の維持を
目指すべき

関心がない

無回答

人口減少は
やむを得ない

２２％

３２％

４１％

３％２％

２０

※３つまで選択。

社会保障制度の負担増
働き手の不足

地域産業（経済）への悪影響
行政サービスの低下

地域コミュニティの衰退
生活スタイルの変化
伝統文化等の継承

過度なＩＴ化
それほど影響はない

その他、無回答

２０２

３１９

２１０

１７５

２３９

７８
９５

７３
１０

人数０ ５０ １００ １５０ ２００ ２５０ ３５０３００

対策として重要だと考えるものは？

若者の定着（地元就職の促進）
企業誘致等、新たな産業の創出

子育て支援
公共交通の維持、利便性の向上

空き家、空き地対策
地元出身者の回帰（Ｕターン支援）

移住推進（Ｕターン以外）
結婚支援

ワーク・ライフ・バランスの推進
教育施策の充実
交流人口の増加

デジタル化の推進
その他、無回答

２８２

１１７
１０３

４０

２４９

３５

２０７

６３

１２７
１３８

９１

※３つまで選択。

人数０ ５０ １００ １５０ ２００ ２５０ ３００

９
１９



「いよっこすまいる」登録受け付け
継続して利用したい人も登録が必要です３月

から

　病児・病後児保育室「いよっこすまいる」は、
仕事などの都合で困っている保護者に代わっ
て、病気やけがの子どもを預かり、保育士や看
護師が一人一人の体調に合わせた保育・看護
をする施設です。利用には事前登録が必要です。

■対象　次の全てに該当する子ども
◯市内に住所がある、または市内の保育所な
どに通っている　
○生後６カ月～小学６年生
○病気やけがで集団生活が困難
○保護者が就労などの理由で、家庭での保育・
看護が困難
■利用時間　月～土曜日、７時３０分～１８時
※土曜日は１２時３０分まで。祝日、年末年始を除く。

■利用料金　１人１，５００円／日（食事、おやつ
代として別途５００円必要）
※母子・父子・生活保護世帯は、利用料金無料。

■注意事項　利用には、かかりつけの病院を
受診し、医師が作成した医師連絡票が必要で
す。また「いよっこすまいる」へ事前に予約し
てください。

■問い合わせ
病児・病後児保育室
「いよっこすまいる」
（☎９８２－０４０６）

■登録方法　登録用紙、健康保険証、子ども医
療費受給資格証、母子健康手帳、本人確認書類
（運転免許証など）を持参して「いよっこすまい
る」（ぐんちゅう保育所隣）へお越しください。
※登録用紙は、伊予市ホームページからダウンロー
ドするか「いよっこすまいる」、子育て支援課、各
地域事務所、保健センターでお受け取りくださ

　い。今年度の登録者には登録用紙を郵送します。

令和７年度登録を受け付けします
３月１日（土）から

お迎えサービスを再開
　市内の保育所や小学校な
どで発病した場合、いよっ
こすまいる職員が迎えに行
き、協力医療機関を受診後、
お預かりします。

■申し込み・問い合わせ 環境
政策課（直通☎９０９－６３３８）

指定暑熱避難施設に登録を

クーリングシェルターを募集します

　気候変動適応法に基づき、熱中症による人
の健康被害の発生を防止するため、クーリン
グシェルターの指定に協力いただける民間施
設を募集します。
※クーリングシェルターは、危険な暑さから避難で
きる一時的な休憩場所として市が指定した指定
暑熱避難施設です。

■運用期間　４月第４水曜日から１０月第４
水曜日まで
※運用日や時間帯は、施設の状況に応じます。

■その他
◯指定基準や申請方法など詳しくは、伊予市
ホームページをご確認ください
◯随時受け付けています

(11) (10)広報いよし ２０２５．３ ２０２５．３ 広報いよし

市役所休日・延長窓口
■取り扱い業務　住民票・戸籍の証明書・
印鑑証明書・所得（課税）証明書の交付、印
鑑登録申請、戸籍届出受領、マイナンバー
カードに関すること、住所の異動届
※所得（課税）証明書の交付は、延長窓口のみ。
※住所の異動届は、３月３０日（日）のみ。

休日窓口
■日程 ３月３０日（日）
■時間 ８時３０分～１２時３０分
延長窓口
■日程 ３月１３日（木）・２７日（木）
■時間　１７時１５分～１８時１５分

引っ越しの際は住所異動の届け出を
マイナンバーカードをお忘れなく住所

変更
■問い合わせ 市民
課（直通☎９８２－１１１２）

　住民票の住所の異動届（転出・転入・転居な
ど）は、国民健康保険、国民年金、選挙人名簿へ
の登録などにつながる大切な手続きです。
　マイナンバーカードも更新する必要があり
ます。届け出の際に、対象となる家族全員の
マイナンバーカードを持参してください。
○手続きをする人の本人確認書類が必要です
○転入しても、マイナンバーカードの住所変更
手続きを忘れたまま９０日経過すると、そのマ
イナンバーカードは失効します
○転出手続きのみ、郵送、またはマイナポータ
ルで届け出ができます
※上記の方法で転出した場合も、転入先市区町村
の窓口で転入届などの手続きが必要です。

木）
分

公共交通の運用を変更します
コミュニティバス・デマンドタクシー

■問い合わせ 都市整備課
（直通☎９０９－６３６０）

４月
から

　４月１日（火）からコミュニティバス・デマン
ドタクシーの運用を一部変更します。
※詳しくは、広報いよし３月号と併せて配布する
チラシ（路線図、時刻表など）をご確認ください。

コミュニティバス
◯路線ごとにバスの色が変わります
◯運行路線や時刻表が一部変わります

デマンドタクシー
◯乗車時に必要な利用券は、デマンドタクシー
の運転手から購入できます
○利用登録不要で、運行会社に直接連絡する
ことで利用できます
■予約電話番号　双海地域：どるばハイヤー㈲
（☎９８６－００２２）、中山地域：㈲日光タクシー（☎
０９０－４７０３－１０００）

ＪＲ伊予上灘駅～ＪＲ伊予市駅の試験運行

　コミュニティバスの三秋線を利用して、
ＪＲ伊予上灘駅からＪＲ伊予市駅までの間
で 1日 1往復の試験運行を実施します。

▲八倉線（赤） ▲三秋線（水色）

▲唐川・平岡線（緑）▲上三谷、下三谷、稲
荷線（オレンジ）



しせいニュース

人の動き（１月末日現在）
人口　　３５，１２０人（－５３）
　男　　　１６，６２０人（－３０）
　女　　　１８，５００人（－２３）
　世帯　１６，３２６世帯（－９）
　出生　　　 　１１人（－５）
　死亡　　　 　７１人（＋２３）
※（　）は前月比。

市内の交通事故状況（１月末日現在）
１月 累計 前年比

発　生 ８件 ８件 ＋５件
死　者 ０人 ０人 ±０人
傷　者 １６人 １６人 ＋５人

市内の街頭犯罪等認知状況（１月末日現在）
１月 累計 前年比

侵 　入  　盗 １件 １件 －２件
自  動  車  盗 ０件 ０件 ±０件
オートバイ盗 ０件 ０件 ±０件
自  転  車  盗 ０件 ０件 －１件
車 上 ね ら い ０件 ０件 ±０件

水道の休日当直当番業者
月 日 指定工事事業者 電　話

３

１㈯ 功栄設備 中　村 ９８２－５８８８
２㈰ ㈲ハヤタ設備工業 上吾川 ９８３－０３９８
８㈯ ㈲升田金物店 出　渕９６７－００６７
９㈰ 藤岡工業㈱ 上　灘 ９８６－０３５０
１５㈯ ㈲港南設備 稲　荷９８２－４４８７
１６㈰ Ｋ・シマダ 下吾川 ９８３－６５５３
２０㈭ ㈱佐々木工業所 湊　町 ９８３－０４５０
２２㈯ ㈲協和設備工業 上吾川 ９８３－４１８５
２３㈰ 武智水道工業㈱ 上三谷 ９８２－１２６８
２９㈯ ㈱友澤設備 大　平 ９８２－１３８１
３０㈰ 功栄設備 中　村 ９８２－５８８８

※ボックスを含む水道メーターから宅地側の修理は自
己負担。

※業者への依頼は、８：３０～１７：００。

市税の納期（３月）
納期限 口座引落日

国民健康保険税
普通徴収
（第９期）

３月３１日（月）３月２７日（木）

◆市役所手話通訳者駐在日…月～金曜日（祝日を除く）、８時３０分～１７時

■日程
月 日 内　　　　　容

２

１７㈪ 本会議 議案上程、提案理由の説明
２０㈭ 〃 議案質疑、委員会付託
２７㈭ 〃 一般質問
２８㈮ 〃 　　〃

３

３㈪ 委員会 予算審査特別委員会
４㈫ 〃 　　〃
５㈬ 〃 　　〃
６㈭ 〃 常任委員会（民生文教委員会）
７㈮ 〃 　　〃　　（産業建設委員会）
１０㈪ 〃 　　〃　　（総務委員会）

１４㈮ 本会議 委員長報告（質疑・討論・表決）
その他

■問い合わせ　議会事務局（直通☎９８２－６５５１）

　本会議は原則として公開されていますので、
どなたでも傍聴できます。

傍聴しませんか？３月議会

バ
イ
ク
な
ど
の
廃
車
申
告
、忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

軽
自
動
車
税
は
４
月
１
日
の
状
況
で
課
税
し
ま
す

税
務
課
（
直
通
☎
９
８
２
ー
１
１
１
４
）

軽
自
動
車
税（
種
別
割
）は
、
毎
年
４

月
１
日
現
在
の
軽
自
動
車
、
原
付
、
小

型
自
動
二
輪
な
ど
の
所
有
者
に
課
せ
ら

れ
る
税
金
で
す
。

登
録
が
あ
る
全
て
の
所
有
者
に
納
税

通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。
車
両
を
廃
棄

し
て
い
る
場
合
は
、
４
月
１
日
㈫
ま
で

に
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
返
納
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
必
要
な
も
の

本
人
確
認
書
類
、
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
、
自
動
車
検
査
証（
交

付
さ
れ
て
い
る
場
合
）な
ど

■
申
請
窓
口

○
伊
予
市
ナ
ン
バ
ー

税
務
課
、
ま
た

は
各
地
域
事
務
所

○
愛
媛
ナ
ン
バ
ー

軽
自
動
車
検
査
協

会
愛
媛
事
務
所（
軽
四
輪
な
ど
）、
ま
た

は
愛
媛
運
輸
支
局（
二
輪
）

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
給
付
金

給
付
金
の
申
請
を
お
忘
れ
な
く福

祉
課
（
直
通
☎
９
８
２
ー
７
３
３
０
）

■
対
象

次
の
全
て
に
該
当
す
る
世
帯

◯
令
和
６
年
１２
月
１３
日
時
点
で
市
内
に

住
民
票
が
あ
る

◯
令
和
６
年
度
の
個
人
住
民
税
が
非
課

税
世
帯

※
令
和
６
年
度
個
人
住
民
税
が
課
税
さ
れ

て
い
る
人
の
扶
養
親
族
の
み
か
ら
な
る

世
帯
は
対
象
外
。

■
支
給
額

一
世
帯
３
万
円
。
１８
歳
以

下
の
児
童
が
い
る
場
合
、
１
人
当
た
り

２
万
円
の
加
算
が
あ
り
ま
す
。

※
基
準
日
以
降
に
生
ま
れ
た
新
生
児
、
別

居
し
て
い
る
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
場

合
は
、
申
請
に
よ
り
加
算
の
対
象
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
施
設
へ
入
所
し
て
い
る
児
童
は
対
象
外
。

■
申
請
方
法

２
月
下
旬
に
、
対
象
世

帯
に
確
認
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
内

容
を
確
認
し
て
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
令
和
６
年
１
月
２
日
以
降
に
伊
予
市
に

転
入
し
た
人
が
い
る
、
ま
た
は
令
和
６

年
度
の
所
得
申
告
を
し
て
い
な
い
人
が

含
ま
れ
る
世
帯
は
、
確
認
書
を
送
付
し

て
い
ま
せ
ん
。

■
申
請
期
限

５
月
３０
日
㈮
消
印
有
効

■
そ
の
他

対
象
と
な
る
か
確
認
し
た

い
場
合
は
、
福
祉
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

会計年度任用職員を募集します
令和７年度

職種 人数 勤務場所 勤務時間／日 必要資格など

① 生活支援員 1人程度 小・中学校 ６時間
教員免許、保育士、保健師、看護師、介護福
祉士などのいずれかの免許

② 指導員 1人程度 小・中学校 ７時間３０分
教員免許を有し、学校で学習・生活指導の
経験がある

③ 看護師 1人程度 小・中学校 ６時間 看護師免許

④ 校務員 1人程度 小・中学校 ７時間３０分 学校の環境整備などに従事できる

■採用期間　４月１日（火）から１年間
■要件　地方公務員法第１６条の欠格条項に
該当していない人
■選考方法　書類審査、面接
■申込期間　３月３日（月）～１３日（木）必着

※土・日曜日を除きます。

※申し込み方法など詳しくは、伊予市ホームページ
をご確認ください。

■申し込み・問い合わせ　学校教育課（直通☎
９８９－９８７１）

※教員免許は、幼・小・中・養護・特別支援学校のいずれかの免許を指します。
※①②③は、小・中学校の長期休業期間中、原則勤務がありません。

専
門
医
に
学
ぶ
、聞
こ
え
と
加
齢
難
聴

講
演
会
を
開
催
し
ま
す

長
寿
介
護
課
（
直
通
☎
９
０
９
ー
６
３
３
２
）

■
内
容

聞
こ
え
と
加
齢
難
聴
の
講
話

■
日
時

３
月
１３
日
㈭
、
１４
時
〜
１５
時

３０
分

■
場
所

Ｉ
Ｙ
Ｏ
夢
み
ら
い
館
２
階

■
講
師

谷
口
耳
鼻
咽
喉
科
院
長
・
谷

口
昌
史
医
師

■
定
員

８０
人（
先
着
順
）

■
申
し
込
み
方
法

電
話
、
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限

３
月
１２
日
㈬

■
申
し
込
み

長
寿
介
護
課（

９
０
９
ー
６
３
３
５
）

(13) (12)広報いよし ２０２５．３ ２０２５．３ 広報いよし



しせいニュース

令和７年伊予市消防出初式受賞者
（敬称略）

１月１９日、伊予小学校運動場で『令和７年伊予市
消防出初式』が行われ、長年にわたる消防活動の功
労をたたえ、消防関係者に表彰状や感謝状が贈られ
ました。

■愛媛県知事表彰
功労章　　　　　　松岡誠司　丸吉達也　丸岡祥英　窪中史郎

■愛媛県消防協会長表彰
　功績章　　　　　　西村英一　田中浩二　米田秀作
勤続章（１０年以上） 戸川貴之　松林圭介　冨士秀幸　福田栄治　佐伯将司　山崎　仁
　　　　　　　　　　藤岡公人　宮崎暢之　西原博文　小笠原浩二　阿部徳之　玉井秀光
　　　　　　　　　　亀岡紀幸　西本直樹　德田正志　島田達郎　岡﨑文一　山田育男
　　　　　　　　　　仲神明美
親子団員　　　　 （親）武田峰治（子）武田翔太　（親）隅田　敏（子）隅田盛之

　　　　　　　　　 （親）太森和彦（子）太森良紀
夫婦団員　　　　 （夫）長谷波比呂志（妻）長谷波昌子
■愛媛県消防協会長感謝状
消防団員パートナー 徳田伊豆栄　永井礼子　井谷美里
■伊予市長表彰　　　中村浩治　栗田隆広　平塚秀樹　武知利益　武本健次　吉田元樹
　　　　　　　　　　北岡康平　井上重明　髙田照士　日山滿弘　　
■伊予市長感謝状
永年勤続退団者　　大谷基文　武田真二　武田光洋　武田正昭　山下幸弘　鶴岡憲雄 
　　　　　　　　　　重松　修　下岡裕基　梶原清運　久保光幸　河野　惠　高井由美子
　　　　　　　　　　泉　長治　曽根　隆
消防団員家族内助の功労者　濱本恵美
■消防団長表彰　　　芳ノ内政也　谷本幸謙　小西隼人　福井克憲　三瀬　敦　亀岡龍也
　　　　　　　　　　三秋文樹　武智伸一　石井克和　植田一彦　西岡和明　窪中昭弘
　　　　　　　　　　白田　岳　水本敬太　福井光栄　西村大介　川西義章　松本修平 
　　　　　　　　　　三井俊郎　富田　健　大森康子

退
職
時
な
ど
の
加
入
手
続
き

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

市
民
課
（
直
通
☎
９
８
２
ー
１
１
１
３
）

加
入
手
続
き
が
必
要
な
人
は
、
主
に

次
の
よ
う
な
人
で
す
。
未
加
入
の
場
合
、

将
来
の
年
金
額
に
影
響
し
ま
す
の
で
、

忘
れ
ず
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
勤
務
先
を
退
職
し
た
６０
歳
未
満
の
人

○
収
入
増
加
や
離
婚
な
ど
で
配
偶
者
に

扶
養
さ
れ
な
く
な
っ
た
人

○
配
偶
者
が
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
し

て
い
た
勤
務
先
を
退
職
し
た
人

■
必
要
な
も
の

基
礎
年
金
番
号
通
知

書
、
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド（
通

知
カ
ー
ド
で
も
可
）、
本
人
確
認
書
類
、

社
会
保
険
資
格
喪
失
証
明
書
や
離
職
票

な
ど
退
職
や
被
扶
養
者
で
な
く
な
っ
た

こ
と
が
確
認
で
き
る
書
類

任
意
加
入
制
度

６０
歳
に
な
る
と
国
民
年
金
へ
加
入
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ま
で

保
険
料
を
未
納
、
ま
た
は
免
除
し
て
い

た
期
間
が
あ
る
場
合
、
満
額
の
老
齢
基

礎
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
６０
歳
を

超
え
た
後
で
も
、
任
意
加
入
し
て
保
険

料
を
納
付
す
る
こ
と
で
、
満
額
に
近
づ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

電
子
申
請

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
、
国

民
年
金
の
資
格
取
得
の
届
け
出
、
口
座

振
替
納
付
の
申
し
出
、
国
民
年
金
保
険

料
免
除
・
納
付
猶
予
・
学
生
納
付
特
例

を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
電
子

申
請
に
は「
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
」の
利
用

者
登
録
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、
日

本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
前
納
が
お
得

口
座
振
替
、
ま
た
は
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
納
付
に
よ
る
前
納（
６
カ
月
、
１

年
、
２
年
）や
当
月
末
振
替（
早
割
）を
利

用
す
る
と
、
国
民
年
金
保
険
料
が
割
引

さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

松
山
西
年
金
事
務
所

（
☎
９
２
５
ー
５
１
０
５
）、
ま
た
は
市

民
課

▲詳しくは
こちら

伊予消防署だより
伊予消防署☎９８２－０１１９
火災・救急☎１１９

皆さんの安心のため、消防は２４時間活動しています。
火災案内☎０５０－１８０９－１９１２
救急病院案内☎０５０－１８０９－１９１０

■市内の火災と救急出場件数（１月末日現在）
種別 １月分 累計

火 災
件 数

伊予 １
１
伊予 １

１中山 ０ 中山 ０
双海 ０ 双海 ０

救急出場
件 数

伊予 １５４
２１３

伊予 １５４
２１３中山 ２４ 中山 ２４

双海 ３５ 双海 ３５

　火災が発生しやすい時
季を迎えるにあたり、火
災予防の意識を高め、火
災発生を防止して、生命
や財産を守ることを目
的としています。この機
会に、住まいの防火対策   

　　　　　　　　　を見直してみましょう。

■住宅防火の点検項目
◯コンロ周囲の整理整頓、ガスホースのひび割れ

◯ストーブなどの暖房器具の清掃・点検
◯仏壇やろうそく立て、線香立ての周囲の整
理整頓
◯たこ足配線やコンセント、プラグの清掃
◯住宅用火災警報器や家庭用消火器の点検
◯自宅周囲の整理整頓

３月１日（土）～７日（金）

春季全国火災予防運動

(15) (14)広報いよし ２０２５．３ ２０２５．３ 広報いよし



保健センター ☎９８３－４０５２ 健康ガイド
※休日当番医は２７ページのカレンダーをご覧ください。

(16)２０２５．３ 広報いよし

個別栄養相談
専門家に聞こう

※前日までに予約してください。

日時 場所・申込先
３／１９（水） ９：００～１６：００ 保健センター

フッ化物塗布
むし歯予防をしよう

※母子健康手帳、歯ブラシ、１００円を持参してください。

日時 対象 場所
３／１２（水）１３：３０～１４：３０ 乳幼児 保健センター

　生涯を通じて、４人に１人
がこころの病気にかかるとい
われており、特別な人がかか
るものではありません。ここ
ろの病気は、身体の病気と同じように適切な治
療を受けることが大切です。
　最近では、効果が高く副作用の少ない治療薬も
開発されているため、不調が続くときは早めに専
門医に相談しましょう。心身の不安や悩みがあ
る場合は、こころの健康相談でも相談できます。

こころの不調のサイン
○気分が沈む・憂鬱
○理由もないのに不安な気持ちになる
○イライラする、怒りっぽい
○食欲がない
○夜中に何度も目が覚める
○誰かが自分の悪口を言っているように思う

今月のお知らせ
３月は自殺対策強化月間

こころの不調に悩んでいませんか

■日時　3 月１９日（水）、１３時３０分～１５時
■場所　保健センター
■内容　発達障がい・ひきこもり／自殺予防
■講師　和ホスピタル副院
長・有家佳紀さん
■申し込み方法　電話でお
申し込みください。
■申込期限　３月１７日（月）
■申し込み・問い合わせ　
保健センター

■日時　４月９日（水）、１３～１７時
■場所　保健センター
■相談員　精神保健福祉士・熊本園子さん
■申し込み方法　電話でお申し込みください。
※本人以外（家族）の人も相談できます。

■申込期限　４月８日（火）
■申し込み・問い合わせ　保健センター

大人の発達障がい・ひきこもり

自殺対策に関する研修会

こころの健康相談

　子宮頸がんの原因となるＨＰＶ（ヒトパピロー
マウイルス）の感染を防止するワクチンの接種期
間が延長されました。

■対象　平成９年４月２日～平成２１年４月１日
生まれの女性のうち、令和４年４月１日～令和７
年３月３１日までにＨＰＶワクチンを１回以上接
種した人
■接種期間　４月１日（火）～令和８年３月３１日
（火）
※公費で接種完了を希望する場合は、３月３１日（月）ま
でに１回以上の接種を受けてください。

■問い合わせ　保健センター

ＨＰＶ（ヒトパピローマウイルス）ワクチン

接種期間が延長されました



IY
O

CI
TY

HOT ANGLE
2005(H

17)4.1
～

ほっと
アングル

IY
O

CI
TY

HOT ANGLE

2005(H
17)4.1

～アトツギ甲子園 市内から２人が出場
後継者たちの本気の挑戦

　１月２１日に開催された『第５回アトツギ甲子園』の地方
予選大会（中国・四国ブロック）に、㈲双海食品の上田沙耶
さんとＳＡＮＹＯホールディングス㈱の武内和治さんが出
場しました。　
　アトツギ甲子園は、全国各地の中小企業・小規模事業者
の後継予定者に限定して中小企業庁が開催。同予選大会
で上田さんが「中国経済産業局長賞・四国経済産業局長
賞」を受賞して、２月２０日の決勝大会に出場しました。

(17) 広報いよし ２０２５．３

じっくりコトコト手作りカレーIY
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～カレーパーティー交流会

　１月１７日、上野地区公民館で、うえの保育所の園児と伊予農業高校の
生徒がカレー作りを通じて交流しました。
　昨年の稲刈り交流会で収穫した米を使った具だくさんのカレー。園児
は、野菜の切り方を生徒から優しく教えてもらいながら料理に挑戦しま
した。音楽に合わせて楽しむじゃんけん遊びをしながらカレーが煮込ま
れるのを待った後、出来たてを口いっぱいに頬張っていました。
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～仲島里乃妃さん 優秀賞を受賞 
社会を明るくする運動作文コンテスト

　『第７４回社会を明るくする運動作文コンテスト』で伊予
中学校１年の仲島里乃妃さんが「愛媛県更生保護女性連
盟会長賞」を受賞しました。
　「誰一人取り残さない社会を目指して」をテーマに自身
の体験談を交えた作文。仲島さんは「差別のない平和な
社会を実現するために、自分にできることから少しずつ
始めていきたいです」と笑顔で話してくれました。

▲前列左から２番目が上田さん、最後列５番目が武内さん。
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～伊予市駅伝大会
みんなの応援を力に変えて

　２月２日、しおさい公園周辺で『第１７回
伊予市駅伝大会』が行われ、３９チーム３１１
人の選手が参加しました。
　会場周辺は、選手を応援する家族や友人
などでにぎわいました。選手は、たくさん
の熱い声援を受けながら、一本のタスキを
つないでゴールを目指しました。

部門 優勝 準優勝

一般 伊予走友会 伊予ＰＳ

中学生男子 港南中学校陸上競技部男子 伊予中学校

中学生女子 港南中学校陸上競技部女子 ＩＶＣ

小学生 郡中小ＭＢＣ 南山駅伝部Ａ

(19) (18)広報いよし ２０２５．３ ２０２５．３ 広報いよし
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～日本初の枠組みで市内企業・団体を支援
連携協定を締結

　１月２７日、市は㈱ファーストクラス、三井住友海上火災
保険㈱と『カーボンニュートラルの実現とＷｅｌｌ－ｂｅｉｎｇ
の向上に関する連携協定』を締結しました。
　同協定は、三者が相互連携と協働による活動を推進す
ることで、市内企業・団体の持続可能な経営をサポート
し、従業員の福利厚生の充実と働きがいのある職場環境
づくりを支援するものです。
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～豆まき 上灘保育所
元気いっぱいに鬼退治

　１月３１日、節分の日を前に、上灘保育所で『豆ま
き』が行われました。
　自分で作ったお面などを身に着けて、待っている
園児たち。鬼が登場すると「鬼は外！ 福は内！」と大
声を出しながら豆を投げました。鬼に驚いて泣き
出す園児もいましたが、みんなで力を合わせて元気
いっぱいに鬼退治を楽しみました。
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～いよしファンミーティング
伊予市の魅力を全国へ

　２月１日、東京都で『第４回いよしファンミーティング』
を開催しました。
　東京都での開催は、令和６年７月に続き２回目。県外
での伊予市ファンの定着や新規獲得、交流・関係人口の増
加などを目的に実施しています。参加者は、市特産品を
使用した弁当を味わい、クイズ大会を楽しみながら、ファ
ン同士の交流を深めました。



子どもたちの安全・安心な登下校IY
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～ランドセルカバーを寄贈 伊予ライオンズクラブ

　２月５日、伊予ライオンズクラブより市
内小学校の来年度新入生へランドセルカ
バー２８５個をご寄贈いただきました。
　今回で５回目の寄贈となるランドセルカ
バーは、地域の子どもたちを交通事故から
守るため、遠くからでも目立つ色を使用し
ています。子どもたちの安全・安心な登下
校のために活用させていただきます。

ずっといよっ子
　１月４日、ウェルピア伊予で昭和
５０（１９７５）年に伊予中学校を卒業し
た同級会を開催しました。事務局が
体調不良、幹事が入院の中、同級会
を開催。思い出話や近況報告に花が
咲きました。

投稿：村上忍さん（下三谷）

(21) (20)広報いよし ２０２５．３ ２０２５．３ 広報いよし
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～スポーツを通じた地域振興に関する連携協定
生涯にわたりスポーツに親しむ

　２月３日、市は㈱ＳＡＳＡＥＲＵ、（一社）ＳＡＳＡＥＲＵ
と『スポーツを通じた地域振興に関する連携協定』を締結
しました。
　同協定は、それぞれの強みを生かしながら相互連携と
協働による活動を推進し、地域の課題に向き合うことで、
健康で心豊かな暮らしの実現、人と人とのつながりの強
化、まちの魅力向上を目指すものです。
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～漫画家苗川采さんが表敬訪問
作品の舞台が伊予市

　２月４日、人気コミック「私を喰べたい、ひとでなし」の
作者で伊予市ゆかりの苗川采さんが武智市長を表敬訪問
しました。
　同作品の舞台の中心は伊予市。令和７年にテレビアニ
メ化されることが発表されています。苗川さんは「作品
を通して、伊予市の風景や空気感などを多くの方に知っ
ていただけるとうれしいです」と話してくれました。
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～生涯学習推進大会
地域とともにつくる学校運営

　２月８日、ＩＹＯ夢みらい館で『伊予市生涯学習推進大
会』が開催され、「これからのコミュニティ・スクールにつ
いて」をテーマに、記念講演や活動報告が行われました。
　活動報告では、伊予市地域学校協働活動推進員双海
中学校区・本多正彦さん（双海町上灘）と東温市地域コー
ディネーター・酒井あいさんがこれまでの取り組みを発
表し、参加者は理解を深めました。
　令和７年４月より市内全ての小・中学校で、コミュニ
ティ・スクールを実施予定です。
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～地域貢献活動 愛媛ＦＣレディース
プロサッカー選手と触れ合う

　２月１０日、伊予小学校運動場でサッカー教室が開催さ
れました。
　同教室には伊予小学校６年生の児童、愛媛ＦＣレディー
スの毛利美佑選手と西村紀音選手が参加。レクリエー
ションで交流を深めた後、ミニゲームを行いました。選
手の技術の高さに驚きながらも、仲間と声を掛け合って
ボールを奪い、ゴールを目指していました。

IY
O

CI
TY

HOT ANGLE

2005(H
17)4.1

～双海剣道大会
剣士たちの気迫あふれる戦い

　２月１日、しもなだ体育館で双海剣道会主催の『第４６
回双海剣道大会』が行われ、市内外から約４５０人が参加し
ました。
　試合形式はトーナメント戦。負ければ終わりの緊迫し
た状況の中、選手は仲間や保護者の声援を力に変え、一
戦一戦全力を尽くしました。そして一本を決めるたびに、
会場からは大きな歓声が上がっていました。
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～翠小学校ホームカミングデー
世代を超えた交流の輪

　２月２日、翠小学校で『翠小学校ホームカ
ミングデー２０２４』が開催され、在校生や卒
業生、関係者など約５０人が参加しました。
　現在の学校の様子を知ってもらおうと、
ＰＴＡが企画。参加者は、歴代のＰＴＡ広報
「みどり」を手に、懐かしい思い出を語り合
いました。また世代を超えた交流が生まれ、
笑顔が広がるひと時となりました。



今月のお知らせ
参加募集、大会結果など

社会教育課・中央公民館 直通☎９８２－５１５５、 ９８２－５１５６

伊予市青少年センター子どもの悩み相談専用電話

いよしこどもほっとライン　☎９８２－２６０２
◆相談日時　月・水・金曜日（祝日を除く）、８：３０
～１７：００（金曜日は１２：００まで）

図書館だより
新刊入りました♪

市立図書館 ☎９８３－４０５１

◆開館時間
月・水・木・土・日曜日、９：００
～１９：００
金曜日、９：００～２０：００
◆３月の休館日
４日（火）、１０日（月）～１９日（水）、
２５日（火）、３１日（月）
◆おはなし会・腹話術
絵本読み聞かせ、紙芝居など
３月８日（土）、１０：３０～
◆イベント
春に咲く花をみつけてね
◆館内展示
○記念日絵本
○一度も貸し出しのなかった本

草刈り動物と暮らす
髙山耕二／著　農山漁村文化協会

　著者の実践をもとに「草刈り動物」
の家畜の特性、除草目的での放牧・
放飼法、日常の世話や繁殖法、卵・乳
・肉・ふんの利用方法を写真付きで
解説。身近に家畜がいる暮らしを始
めてみませんか。

おやすみレストラン ようしょく
やさん
ｍｉｓａｔｏ．／作・絵　岩崎書店

　遊んで眠れる、ここは夜の洋食屋
さん。今日をいっぱい楽しんだら、
洋食に入っておやすみなさい。たく
さんのくまたちが、食べ物を布団や
寝袋に見立てて、眠るまでを描いた
楽しい絵本。

教育・文化・生涯学習・スポーツ

　少年の日を迎えた２年生が「自分の好きなこと、
頑張りたいこと」をテーマに自画像を制作しました。
　１４歳になった中学生の立志・自覚・健康を祝う少

実行委員長としての責任
感を持ち、みんなで協力
して活動できました♪

２年 神開橙真さん

～長泉寺石造層塔～

文化財の説明看板を修繕しました
　市指定文化財「長泉寺石造層塔」（宮下）の説明
看板を修繕しました。
　文永２（１２６５）年に建立されたとみられ、年月
が刻まれた中で県内最古の層塔とされます。詳
しくは、伊予市ホームページをご覧ください。
■問い合わせ　社会教育課

▲詳しくは
こちら

僕たち私たちの学校生活

少年の日の自画像 ～港南中学校～

～輝け！ 伊予市の選手たち～

全国大会出場選手激励会

①【Ｂｅａｃｈ Ｓｏｃｃｅｒ Ｕ－１２フェスティバル】（前列左から）濱田
壱仁さん、紺堂良斗さん、星川航輝さん、大塚佑都さん、岡田瑞
生さん、金沢龍醒さん、町田扇之介さん、森平音和さん、藤原琳
斗さん、立田怜慈さん
②【全日本社会人バスケットボール選手権大会】清家聖美さん

②①

　社会教育関係団体に登録すると、公民館や社会
教育施設などの使用料が減額されます。現在登
録している団体は３月３１日（月）が有効期限のた
め、更新の手続きが必要です。
※施設や活動内容により減額されない場合があります。

■申し込み・更新方法　申請書と必要書類を社会
教育課、または各地区公民館へご提出ください。
※申請書は社会教育課、または各地区公民館で受け取る
か、伊予市ホームページからダウンロードできます。

※必要書類や対象団体など、詳しくは伊予市ホーム
ページをご覧ください。

■問い合わせ　社会教育課

～施設使用料が減額されます～

社会教育関係団体登録制度

(23) (22)広報いよし ２０２５．３ ２０２５．３ 広報いよし

年の日。生徒は鉛筆の描き方を工夫したり、色を塗
り重ねたりと、それぞれの方法で自分自身を表現し
ました。

　中学校の部活動地域移行に
伴い、市内の中学生が参加す
る地域クラブ活動の指導者を
募集します。
■対象　スポーツ協会や教育
委員会、市内中学校長の推薦、
または指導者資格を有する人
※詳しくは、伊予市
ホームページを
ご確認ください。

■問い合わせ
社会教育課

▲詳しくは
こちら

～地域クラブ活動～

指導者を募集します



無料相談
お気軽にご相談ください

人権相談
３月１９日（水）、１３：００～１６：００
ＩＹＯ夢みらい館
相談担当者：人権擁護委員
福祉課☎９８２－７３３０（直通）

弁護士・行政書士・税理士相談
１３：３０～１６：００
※行政書士相談は２日前まで、その他は前
日までに予約が必要です。

○第１・３水曜日：弁護士相談
○第２金曜日：行政書士相談
○第２・４火曜日：税理士相談

伊予市社会福祉協議会☎９８２－
０３９３

行政相談
３月１９日（水）、１０：００～１３：００
伊予地域：髙橋久美子さん
伊予市役所
３月１１日（火）、９：００～１２：００
中山地域：宮田昭典さん
中山地域事務所
双海地域：山口隆義さん
慶徳寺
総務課☎９０９－６３８０（直通）

子どもに関することやＤＶなどの相談
月～金曜日、８：３０～１７：００
相談先：こども家庭センター☎９８９－
６２２６、☎０８０－２９７４－４５８０

介護相談（高齢者相談窓口）
相談先：伊予市地域包括支援センター
☎９０９－６２６０、なかやま幸梅園☎
９６７－０３００、双海夕なぎ荘☎９８６－
０１３１

福祉まるごと相談窓口
福祉に関することで、相談先が分から
ないときにご相談ください。
月～金曜日、８：３０～１７：００

伊予市役所１階 福祉課☎９８２－
７３３０（直通）

不動産相談
３月１０日（月）、１３：００～１５：００
松前町役場
伊予宅建協会☎９８４－７０００

相
談

●
内
容

ア
ス
ベ
ス
ト
・
じ
ん
肺
・
騒

音
性
難
聴
な
ど
、
労
災
職
業
病
の
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

※
事
業
所
健
康
診
断
の
記
録
な
ど
が
あ

る
場
合
は
、持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時

３
月
１６
日
㈰
、
１３
〜
１５
時

●
場
所

市
生
涯
研
修
セ
ン
タ
ー

「
さ
ざ
な
み
館
」

全
日
本
建
設
交
運
一
般
労
働

組
合
愛
媛
県
本
部（
☎
９
７
６
ー

５
５
５
０
）

労
災
職
業
病
無
料
相
談
会

若
年
者
対
象
合
同
企
業
説

明
会

●
内
容

若
年
者
採
用
予
定
の
あ
る

約
２５
社
が
参
加
し
て
、
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

●
日
時

３
月
１２
日
㈬
、
１３
時
３０
分

〜
１７
時

●
場
所

松
山
市
総
合
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
対
象

県
内
企
業
へ
就
職
を
希
望

す
る
３５
歳
未
満
の
若
年
者（
高
校
生
・

専
門
学
校
生
・
大
学
生
を
含
む
）と

そ
の
保
護
者

▲詳しくは
こちら

お
知
ら
せ

税
務
署
で
面
接
に
よ
る
相

談
の
予
約
方
法
を
変
更

●
内
容

入
場
整
理
券
方
式（
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
で
の
事
前
予
約
、
当
日
配
布
）

は
３
月
２８
日
㈮
で
終
了
し
ま
す
。
３

月
３１
日
㈪
か
ら
、
所
得
税
、
贈
与
税
、

個
人
事
業
者
の
消
費
税
・
地
方
消
費

税
に
関
す
る
面
接
相
談
は
、
電
話
で

の
事
前
予
約
制
に
変
更
し
ま
す
。

●
予
約
開
始
日

３
月
１８
日
㈫

※
所
得
税
、贈
与
税
の
相
談
を
希
望
す
る

人
は
、
４
月
１
日
㈫
以
降
の
日
時
を

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

松
山
税
務
署（
☎
９
４
１
ー

９
１
２
１
）

建
設
業
退
職
金
共
済
制
度

●
内
容

事
業
主
が
建
設
現
場
で
働

く
労
働
者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ
て

掛
け
金
を
払
い
、
そ
の
労
働
者
が
建

設
業
界
を
辞
め
た
と
き
に
退
職
金
を

支
払
う
制
度
で
す
。

※
加
入
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、（
独
）勤
労

者
退
職
金
共
済
機
構
建
設
業
退
職
金

共
済
事
業
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

（
独
）勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
建

設
業
退
職
金
共
済
事
業
愛
媛
県
支
部

（
☎
９
４
３
ー
５
４
０
６
）
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●
内
容

恋
人
か
ら
殴
る
・
蹴
る
の

行
為
を
受
け
る
、
デ
ー
ト
の
お
金
を

全
く
払
わ
な
い
な
ど
、
交
際
相
手
か

ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
ま
せ

ん
か
？
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ

伊
予
灘
Ｓ
Ａ
ピ
ク
ニ
ッ
ク
エ

リ
ア
誕
生
記
念
イ
ベ
ン
ト

●
内
容

愛
媛
大
学
と
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ

西
日
本
は「
地
域
に
愛
さ
れ
る
サ
ー

ビ
ス
エ
リ
ア
」を
目
的
に
産
学
連
携

企
画
と
し
て
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開

●
内
容

借
金
で
悩
ん
で
い
る
人
の

た
め
の
電
話
相
談
で
す
。
必
要
に
応

じ
て
、
弁
護
士
・
司
法
書
士
な
ど
の
法

律
専
門
家
へ
引
き
継
ぎ
を
行
い
ま
す
。

四
国
財
務
局
多
重
債
務
者
相

談
窓
口（
☎
０
８
７
ー
８
１
１
ー

７
８
０
１
）

多
重
債
務
者
相
談

ら
の
暴
力
を「
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
」と
い
い

ま
す
。
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
は
自
分
で
解
決

す
る
の
が
難
し
い
問
題
で
す
。
一
人

で
悩
ま
ず
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
秘
密
厳
守
・
匿
名
相
談
可
。

●
相
談
機
関

○
県
福
祉
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎

９
２
７
ー
３
４
９
０
・
＃
８
０
０
８
）、

月
〜
金
曜
日

○
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー（
☎

９
２
６
ー
１
６
４
４
）、火
〜
日
曜
日

○
え
ひ
め
性
暴
力
被
害
者
支
援
セ
ン

タ
ー
・
ひ
め
こ
こ（
☎
０
１
２
０
ー

８
８
９
１
ー
７
７
・
＃
８
８
９
１
）、

毎
日

○
県
警
察
本
部
警
察
総
合
相
談
室

（
☎
９
３
１
ー
９
１
１
０
・

＃
９
１
１
０
）、
毎
日

○
県
警
察
性
犯
罪
被
害
相
談
電
話

（
☎
０
１
２
０
ー
２
８
２
ー
１
１
４
・

＃
８
１
０
３
）、
毎
日

○
伊
予
市
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー（
☎

９
８
９
ー
６
２
２
６
）、月
〜
金
曜
日

募
集

●
お
題
「
明
」

※
要
領
な
ど
詳
し
く
は
、宮
内
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
詠
進
期
限

９
月
３０
日
㈫
消
印
有

効●
郵
送
方
法

宛
先
を「
〒
１
０
０

ー
８
１
１
１
、
宮
内
庁
」と
し
、
封
筒

に「
詠
進
歌
」と
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

郵
便
番
号
、
住

所
、
氏
名
を
記
入
し
て
、
返
信
用
切

手
を
貼
っ
た
封
筒
を
添
え
て
、
宮
内

庁
式
部
職
宛
て
に
、
９
月
２０
日
㈯
ま

で
に
書
面
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

令
和
８
年
歌
会
始

▲詳しくは
こちら

▲詳しくは
こちら

●
内
容

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
障

が
い
者
の
社
会
参
加
や
県
民
の
障
が

い
へ
の
理
解
を
促
進
す
る
た
め
に
開

催
す
る「
県
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
」の
出
場
選
手
を
募
集
し
ま
す
。

●
対
象

４
月
１
日
㈫
時
点
で
県
内

在
住
の
１３
歳
以
上
で
、
身
体
・
知
的
・

精
神
障
が
い
の
手
帳
の
交
付
を
受
け

た
人

※
開
催
日
時
な
ど
詳
し
く
は
、県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

県
地
域
ス
ポ
ー
ツ
課（
☎
９
４
７
ー

５
５
６
４
）

第
１７
回
愛
媛
県
障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
参
加
選
手▲詳しくは

こちら

●
内
容

水
の
日（
８
月
１
日
）、
水

の
週
間（
８
月
１
〜
７
日
）の
行
事
の

一
環
で
、
水
に
対
す
る
関
心
や
理
解

を
深
め
る
た
め
に
作
文
を
募
集
し
ま

す
。
優
秀
作
品
に
は
知
事
賞
を
贈
呈

し
ま
す
。

●
対
象

県
内
の
中
学
生

※
令
和
７
年
度
に
在
学
中
の
生
徒
。

●
応
募
期
限

５
月
９
日
㈮

※
応
募
先
な
ど
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

県
河
川
課（
☎
９
１
２
ー

２
６
８
０
）

全
日
本
中
学
生
水
の
作
文

コ
ン
ク
ー
ル
愛
媛
大
会

▲詳しくは
こちら

催
し
ま
す
。

●
日
時

３
月
９
日
㈰
、
１０
〜
１５
時

●
場
所

伊
予
灘
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

下
り
線

●
主
な
イ
ベ
ン
ト

◯
ピ
ク
ニ
ッ
ク
エ
リ
ア
の
お
披
露
目

◯
当
日
限
定
商
品（
伊
予
灘
鯛
カ
ツ

バ
ー
ガ
ー
）の
販
売

◯
絵
本
読
み
聞
か
せ
、
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト

ル
な
ど
の
ブ
ッ
ク
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

◯
伊
予
小
学
校
の
児
童
が
作
成
し

た
、
伊
予
市
の
魅
力
を
発
信
す
る
オ

リ
ジ
ナ
ル
冊
子
の
展
示

西
日
本
高
速
道
路
㈱
愛
媛
高
速
道

路
事
務
所（
☎
９
０
５
ー
０
１
８
１
）

広

告

※
詳
し
く
は
、
わ
く
わ
く
ワ
ー
ク
愛
媛

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

㈱
東
京
リ
ー
ガ
ル
マ
イ
ン
ド
松

山
支
社（
☎
０
７
０
ー
１
７
４
６
ー

５
３
３
３
）



人きらり港南中学校技術部
阿
あ う ん

吽の呼吸で勝利をつかむ

　

２
月
に
東
京
都
で
開
催
さ
れ

た『
創
造
ア
イ
デ
ア
ロ
ボ
ッ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
全
国
中
学
生
大
会
』。

港
南
中
学
校
技
術
部
３
年
の
谷

本
光
介
さ
ん（
写
真
左
）と
髙
田

悠
生
さ
ん
の『
１
チ
ー
ム
Ｒ

ダ
ブ
ル
ア
ー
ル

Ｒ
』

が
、応
用
部
門
で
見
事
日
本
一
に

輝
き
、
準
ロ
ボ
コ
ン
大
賞
の
厚
生

労
働
大
臣
賞
も
受
賞
し
ま
し
た
。

　

最
も
優
れ
た
ア
イ
デ
ア
を
生

み
出
し
た
チ
ー
ム
に
贈
ら
れ

る
、
最
高
名
誉
の
ロ
ボ
コ
ン
大

賞
。
全
国
各
地
か
ら
集
ま
っ
た

２４
チ
ー
ム
は
、
日
本
一
、
そ
し

て
ロ
ボ
コ
ン
大
賞
を
目
指
し
て

創
造
性
あ
ふ
れ
る
ロ
ボ
ッ
ト
で

戦
い
ま
す
。
応
用
部
門
は
、
リ

モ
コ
ン
を
使
っ
て
ロ
ボ
ッ
ト
を

操
作
し
、
指
定
エ
リ
ア
に
積
み

上
げ
た
箱
の
高
さ
を
競
う
も
の

で
す
。
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
生
徒
が

一
か
ら
設
計
・
製
作
す
る
た
め
、

チ
ー
ム
に
よ
っ
て
多
種
多
様
。

箱
の
高
さ
が
高
く
な
っ
て
も
、

崩
さ
ず
に
積
み
上
げ
る
こ
と
が

で
き
る
ロ
ボ
ッ
ト
の
性
能
と
操

作
技
術
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
『
１
チ
ー
ム
Ｒ
Ｒ
』は
、
２
人

で
１
つ
の
ロ
ボ
ッ
ト
を
操
る
共

同
操
作
。
動
作
の
タ
イ
ミ
ン
グ

が
少
し
ず
れ
る
だ
け
で
も
大
き

な
ミ
ス
に
つ
な
が
り
ま
す
。
最

大
の
山
場
と
な
っ
た
準
々
決
勝

で
は
、
操
作
ミ
ス
に
よ
っ
て
積

み
上
げ
た
箱
を
崩
し
て
し
ま
う

危
機
的
状
況
に
陥
り
ま
し
た

が
、
そ
れ
で
も
２
人
は
慌
て
ず

に
立
て
直
し
、
逆
転
で
勝
利
を

つ
か
み
取
り
ま
し
た
。

　

全
国
優
勝
と
い
う
輝
か
し
い

成
績
を
収
め
た
２
人
。
そ
の
勝

因
を
尋
ね
る
と「
厳
し
い
状
況
で

も
、
常
に
お
互
い
を
信
じ
合
え

た
か
ら
」と
口
を
そ
ろ
え
ま
す
。

　

谷
本
さ
ん
は「
髙
田
く
ん
は

想
像
力
豊
か
で
発
想
が
す
ご
い
。

的
確
な
指
示
の
お
か
げ
で
、
冷

静
な
操
作
が
で
き
た
」と
話
し
、

髙
田
さ
ん
は「
谷
本
く
ん
は
き

ち
ょ
う
め
ん
で
冷
静
な
判
断
を

し
て
く
れ
る
。
自
分
が
声
に
出

さ
な
く
て
も
思
っ
た
通
り
に
操

作
し
て
く
れ
て
、
何
度
も
助
け

ら
れ
た
」と
笑
顔
で
話
す
２
人
。

お
互
い
の
長
所
を
生
か
し
て
一

心
に
戦
い
抜
い
た
２
人
は
、
中

学
生
最
後
の
大
会
で
輝
か
し
い

快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

創造アイデアロボットコンテスト全国
中学生大会優勝・厚生労働大臣賞受賞
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㊩休日当番医（９～１５時、要連絡）
Ⓐ～Ⓗ２次救急医療機関３月のカレンダー

１ 　　　　      　　　　　　　　　　　　　 Ⓕ

２ ㊩山本クリニック☎９６２－２０３６Ⓖ

３ 月  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  Ⓗ

４ 火 Ⓐ

５ 水 啓蟄　　　　　　　　　　　　　　　　　　   Ⓑ

６ 木 サテライト市長室（９～１２時）中山地域事務所 　 Ⓒ

７ 金      　　　　　　　　　　　　　　　　 Ⓓ

８ Ⓔ

９ ㊩増田泌尿器科☎９８３－６６６６Ⓕ

１０ 月 Ⓖ

１１ 火 サテライト市長室（１３～１６時）双海地域事務所 Ⓗ

１２ 水 Ⓐ

１３ 木 Ⓑ

１４ 金 伊予市民演劇時代劇アクションコメディ（１９時～）
ＩＹＯ夢みらい館 Ⓒ

１５ いよし花まつり（１０時～）ウェルピア伊予（１６日まで）Ⓓ

１６ 　　　　　　　㊩１０１クリニック☎９０５－７１１８Ⓔ

１７ 月 彼岸の入り　　　　　　　　　　　　　　　   Ⓕ

１８ 火  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ⓖ

１９ 水 Ⓗ

２０
春分の日　　　　　　　　　　　　　　　　　 

㊩松野内科クリニック☎９６１－６６７７Ⓐ
２１ 金 　　  　　　 　　　 Ⓑ

２２ Ⓒ

２３ 五色姫復活祭（１２時～）五色姫海浜公園ほか
㊩村上医院☎９８２－０６６２ Ⓓ

２４ 月 Ⓔ

２５ 火 Ⓕ

２６ 水 Ⓖ

２７ 木 Ⓗ

２８ 金 Ⓐ

２９ Ⓑ

３０ ㊩もりのぶ整形外科☎９８７－１４１１Ⓒ

３１ 月 Ⓓ

■１次救急医療機関
●松山市医師会休日診療所
（日曜日・祝日、☎９１５－３１１１）
○内科　１０～１３時、１４～１７時
○小児科　１１～１４時、１５～１８時
●松山市急患医療センター
（☎９２２－１１９９）
○内科　月～土曜日、２１～２４時
○小児科　毎日、２１～翌８時

■２次救急医療機関（８時３０分～翌８時３０分）　

Ⓐ
梶浦病院 ９４３－２２０８

Ⓔ
平成脳神経外科病院 ９０５－００１１

愛媛生協病院 ９７６－７００１ 野本記念病院 ９４３－０１５１
Ⓑ 松山市民病院 ９４３－１１５１ 松山まどんな病院 ９３６－２４６１
Ⓒ 済生会松山病院 ９５１－６１１１ Ⓕ 松山赤十字病院 ９２４－１１１１

Ⓓ
松山笠置記念心臓血管病院 ９４１－２２８８

Ⓖ
奥島病院 ９２５－２５００

愛媛医療センター ９６４－２４１１ 渡辺病院 ９７３－０１１１

Ⓗ
南松山病院 ９４１－８２５５
松山城東病院 ９４３－７７１７

※市役所休日・延長窓口の詳細は、１０ページをご確認ください。

イベント情報

女
性
の
祭
典

第
３５
回
五
色
姫
復
活
祭

■
日
程

３
月
２３
日
㈰

■
内
容
・
時
間
・
場
所

○
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー（
１２

時
〜
、
五
色
姫
海
浜
公
園
）
五
色

姫
認
定
授
与
式
・
女
性
み
こ
し
出

発
式
、
景
品
付
き
祝
餅
ま
き
ほ
か

○
五
色
姫
パ
レ
ー
ド（
町
家
、
灘
町

商
店
街
）

○
女
性
の
み
こ
し
か
き
く
ら
べ

（
五
色
姫
海
浜
公
園
〜
伊
予
鉄
郡

中
駅
前
）

○
そ
の
他

ね
が
い
石
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
、
五
色
姫
ス
タ
ン
プ
大
抽
選

会
、
郡
中
ひ
な
か
ざ
り
、
俳
句
・
川

柳
の
投
句
な
ど

■
問
い
合
わ
せ

伊
予
市
商
業
協

同
組
合（
㈱
ま
ち
づ
く
り
郡
中
内
、

☎
９
４
６
ー
７
２
４
５
）

(27) 広報いよし ２０２５．３

第
４１
回
い
よ
し
花
ま
つ
り

■
日
時

３
月
１５
日
㈯
・
１６
日
㈰
、

１０
〜
１５
時

■
場
所

ウ
ェ
ル
ピ
ア
伊
予

■
内
容

市
内
各
種
団
体
に
よ
る

花
の
展
示
即
売

〈
即
売
〉花
き
、
地
元
農
林
水
産
物

や
加
工
品

〈
そ
の
他
〉生
花
体
験（
先
着
順
）、

ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
作
成
な
ど

■
問
い
合
わ
せ

ウ
ェ
ル
ピ
ア
伊

予（
☎
９
８
３
ー
４
５
０
０
）



広
報
い
よ
し

３
月
号

編
集
・
発
行　

伊
予
市
総
務
部
総
務
課

問
い
合
わ
せ　

伊
予
市
総
務
部
総
務
課

　
　
　
　
　
　
☎
９
０
９
ー
６
３
８
１（
直
通
）

　私は広島県竹原市生まれ。５人兄弟の
末っ子です。長兄が愛媛大学出身で、私も
憧れて愛媛大学に入学しました。大阪で小
学校教員をしていましたが、夫が縁あって
愛媛大学に就職したので離職。専業主婦に
なりました。親戚のない私たちが伊予市で
一男一女を生み育てることができたのは、
近所の皆さん方の包容力、温かい人間性に
あると思います。区画整理もなされ、ＪＲ
駅、スーパーマーケットも近くにあり、とて
も住みやすい所です。
　伊予市に住んで５０年近くなり、たくさん

のお友達もできました。空き家になった隣
家を購入して、講師の指導のもと、体操、ク
ラフト、麻雀、縫い物、美容、着物着付けな
どを近所の友達としています。皆さん高齢
者ですが、健康寿命の延伸目指して、わい
わいがやがや無理せず楽しく集まってい
ます。特筆することは、子育て中に肝炎が
見つかり、担当の先生や看護師さんに励ま
され完治できたことです。伊予市に住んで
良かった。感謝です。
ー 次回は東山さんのお知り合い、吉田久さん
（下吾川）にお願いします ー

思いをつなぐ市民リレー

思いをカタル
№８４

伊予市に感謝

今月のカタル人

東
ひがしやま

山 久
ひ さ こ

子 さん（下吾川）
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